
可
観
小
髭
容
四
十

2
L
1
 

4
1
3
 

喜E I そ量留守穣成右彼棄毒事処分担斯候告掲

事面留相訴角網開局御管以事自宅盤置崎年久罷在候斡E i i 御喜

付役者多右I E 底御代官霊与丈0 1 百普省長予事拘喜無糧

無i T i E 吹長敏

今持以仕t i 南掌保i 里付何乎E 年廿年草侯在z度品有・s2 之

f E 需先年結多時需品草草候ト

書九人の内E 霊人只書官人本人J見先鉱傍世吉隔有合候鍋h 室良今宅不共催有中量長i 有毒E E Z島貌霊毛臥在候前多候や見車時御座候此稀応部謹量犠
悦取長庭来場無量i 才寺候給有之1 4繍含之高給時青何方電

Ei 書a 木無量

両院食之弱E 懐K 昔梓皐会の署之付内に加健主穆御健座霊E 区塞盈分E 朱区制自E信
号車長毒共主i 産量宅霊

島神の区ぞi や号k 犬島多相見え入佐保人KてK i の書も語筆隠弁覚健制t見L 医E 

たぬ省しをてゑばにいた4厳又大し喜釣毒姐を此官宗十豊橋躍、

有毒来像主寺蓄" i をi 鋒間島在健混康人a 人舷

候
は
ど
逗
て
可
指
上
候
。
以
上
。

己
来
六
月

日

て

越

後
園
部
原
郡
村
山
村
孝
女
の
事

乍
恐
以
管
付
申
上
候
。
村
山
村
百
姓
逃
次
郎
名
子
陀
つ
ま
と
申
七
十

七
畿
の
老
女
、
久
数
以
前
よ
り
道
次
郎
屋
敷
の
内
、
小
屋
作
り
位
居
龍

在
候
。
此
者
つ
し
と
申
四
十
八
歳
の
娘
一
人
持
申
候
。
此
つ
し
前
A

母
陀
孝
行
な
る
俄
、
村
中
も
脊
特
千
斑
陀
有
巳
龍
在
候
。
方
老
女
去

年
迄
の

t
ら
し
方
は
、
悶
畑
少
も
所
持
不
申
候
問
、
右
の
つ
し
村
の

内
陀
て
乎
し
ご
と
致
し
、
此
あ
た
ひ
に
少
宛
米
・雑
穀
・薪
笥
を
貰
ひ
、

秋
は
落
制
閣
を
扮
ひ
、
か
同
酬
の
事
に
て
母
を
餐
申
候
。
然
共
母
子
給
申

程
は
無
御
座
候
問
、
我
身
は
朝
母
を
賄
ひ
、
答
頃
迄
は
村
の
者
方
へ

罷
出
で
仕
事
い
た
し
、
又
は
〈
れ
郎
候
て
母
を
養
ひ
、
我
身
手
僻
の

総
花
て
多
〈
は
口
を
遡
行
申
候
。
村
へ
手
し
ご
と
に
罷
出
居
候
陀
も
、

度
々
母
方
へ
か
け
来
り
安
否
承
候
桜
の
他
。
第
一
母
給
物
に
入
念
仕

上
げ
也
、
震
給
候
い
た
し
方
井
文
中
女
の
乎
に
て
茅
を
苅
干
也
、
母

に
袋
筑
翁
凌
候
儀
、
南
方
内
々
人
々
感
心
仕
罷
在
候
。

て
右
老
女
前
々
病
身
の
庭
、
三
筒
年
以
来
別
て
中
風
に
て
手
足
不

叶
、笠
夜
二
使
乍
居
相
逮
候
。
っ
し
少
も
苦
心
難
儀
の
気
色
無
之
、
殊
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晴
・臨叫
・
た
ば
と
を
訓
へ
母
を
養
ひ
‘
其
身
は
木
植
の
賓
を
給
、
味
晴
・

陀
い
た
は
り
取
仕
廻
、
時
に
よ
り
靖
物

K
E
ぬ
ぎ
穣
れ
候
節
は
、
叶
市

替
も
無
之
陀
付
、
母
を
如
且
小
見
-
我
屈
に
負
候
事
有
之
。
依
て
過
分
陀

い
き
の
び
、
共
方
に
世
話
懸
候
依
然
様
陀
候
。
定
て
飽
果
候
は
ん
と
折

々
母
歎
巾
候
へ
ば
、
加
鴨
川
別
鉢
都
御
申
候
。
世
間
陀
は
父
母
陀
早
〈
別

れ
候
不
仕
合
者
多
〈
候
。
我
品
問
可
程
果
報
者
は
艇
…
之
候
。
殊
逮
者
に
被

本
候
は
Y
勘
の
俄
も
有
問
敷
候
所
、
共
山
到
に
は
御
難
俄
に
は
可
有
之

候
得
共
、
病
'
凶
到
陀
御
山
田
候
故
、
我
品
等
動
ぶ
り
も
有
之
悦
申
と
、
度
々
潔

〈
取
酬
惜
し
母
の
機
嫌
主
取
り
、
不
自
由
の
内
よ
り
折
々
行
水
管
を
い

た
さ
せ
、
ね
せ
起
し
致
し
諸
都
孝
行
に
御
座
候
。

一
、
去
支
度
A

の
大
水
に
て
常
村
の
儀
、
安
作
は
勿
論
少
の
制
作
も

無
御
座
、
田
方
も
惣
て
皆
無
同
然
陀
て
殴
A

百
姓
及
飢
候
併
に
候
問
、

右
つ
し
老
女
務
殺
、
去
秋
毎
日
作
方
宣
方
へ
相
廻
り
、
市
叶
穂
を
扮
ひ

或
は
袖
乞
仕
り
、
食
物
に
可
成
も
の
は
母
の
飯
米
に
仕
り
て
或
は
味

臨
も
給
不
巾
候
。
勿
論
一
村
有
無
之
事
に
候
へ
ぽ
、
薪
貰
ひ
刷
出
泣
き

母
に
燃
あ
て
、
是
鉢
挑
底
の
薪
陀
て
も
母
の
ね
む
し
ろ
を
島
た
L
め、

去
各
別
て
窓
口
肌
強

t
御
座
候
に
付
、
う
す
ぎ
の
内
よ
り
つ
Y
れ
を
ぬ

ぎ
、
母
へ
か
さ
ね
さ
せ
、
我
身
は
一
定
物
同
前
に
て
悲
し
候
。
母
A
I
を

七
九
九




